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本
文
对
延
慶
版
本
『
平
家
物
语
』
中
的
〈
太
白
犯
昴
〉〈
天

变
地
妖
②
④
〉
等
预
兆
性
事
件
的
描
写
手
法
进
行
了
分
析
。
其

中
特
别
是
围
绕
『
平
家
物
语
』
里
的
历
史
事
件
描
写
手
法
与
『
史

记
』
等
正
史
里
的
历
史
记
载
方
式
的
差
异
进
行
了
探
讨
。
在
研

究
『
平
家
物
语
』
的
历
史
事
件
描
写
手
法
方
面
本
文
是
一
次
新

的
尝
试
。 

已
有
学
者
指
出
延
慶
版
本
中
的
〈
太
白
犯
昴
〉
等
历
史
事

件
暗
示
了
平
家
灭
亡
的
命
运
。
笔
者
认
为
这
些
历
史
事
件
的
作

用
并
不
仅
仅
拘
泥
于
此
。
通
过
共
同
暗
示
安
德
帝
的
不
吉
利
的

命
运
，
分
别
被
记
载
在
不
同
的
章
节
里
的
〈
太
白
犯
昴
〉
与
〈
天

变
地
妖
②
④
〉
两
者
相
互
呼
应
，
突
出
了
作
品
的
主
题
思
想
。

在
以
史
为
鉴
的
这
一
构
思
上
，『
平
家
物
语
』
的
历
史
事
件
描
写

手
法
与
正
史
里
的
历
史
记
载
方
式
仍
然
极
其
相
似
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
前
兆 

歴
史
叙
述 

帝
王
鑑
戒 

構
想 

 

は
じ
め
に 

 

私
は
『
平
家
物
語
』
に
記
さ
れ
る
天
変
地
異
・
怪
異
記
事
な
ど
が
将
来
の

重
大
事
件
の
前
兆
と
し
て
の
働
き
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
ら

の
前
兆
記
事
が
歴
史
叙
述
と
し
て
の
平
家
物
語
の
中
で
、
構
想
上
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
論
じ
て
き
た
（

1
）

。
検
討
は
覚
一
本
か
ら
は

じ
ま
っ
て
延
慶
本
に
進
ん
で
き
た
。 

延
慶
本
（
勉
誠
社
）
の
天
文
異
変
記
述
は
九
箇
所
で
あ
る
。 

 

Ａ 

治
承
元
年
十
二
月
廿
四
日
の
〈
彗
星
①
〉
（
巻
二
・
本
文
篇
上
211
頁
） 

Ｂ 

治
承
二
年
正
月
一
日
の
〈
彗
星
②
〉
（
巻
三
・
上
217
頁
） 

Ｃ 

治
承
三
年
十
一
月
七
日
の
大
地
震
記
事
の
中
の
天
変
地
妖
①
へ
の
言
及

（
巻
三
・
上
297
頁
） 

Ｄ 

中
国
引
用
記
事
「
燕
丹
之
亡
シ
事
」
に
お
け
る
〈
白
虹
貫
日
〉
（
巻
四
・
上

434
頁
） 

Ｅ 

治
承
四
年
九
月
新
院
の
再
度
の
厳
島
御
幸
の
契
機
と
し
て
の
天
変
地
妖
②

（
巻
五
・
上
536
頁
） 

Ｆ 

養
和
二
年
二
月
二
十
三
日
の
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
（
巻
七
・
下
6
頁
） 

Ｇ 

厳
島
明
神
示
現
の
時
、
太
白
犯
星
へ
の
言
及
（
巻
七
・
下
23
頁
） 

Ｈ 
寿
永
二
年
七
月
木
曾
側
へ
の
山
門
の
返
牒
に
お
け
る
天
変
地
妖
③
へ
の
言

及
（
巻
七
・
下
56
頁
） 

Ｉ 

安
徳
帝
入
水
に
あ
た
っ
て
天
変
地
妖
④
へ
の
言
及
（
巻
十
一
・
下
408
頁
） 
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右
に
あ
げ
た
九
箇
所
の
天
文
異
変
記
述
は
す
べ
て
を
通
し
て
一
元
的
に

見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
中
で
、 

・
彗
星
①
、
彗
星
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
、
天
変
地
妖
②
④ 

 
 

は
物
語
の
構
想
と
関
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
彗
星
①
、
彗
星
②
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
（

2
）

に
お
い
て
既
に
述
べ
た
が
、
本
稿
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉

記
事
群
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
は
、
天
変
地
妖

②
④
に
関
連
し
合
っ
て
、
物
語
の
展
開
と
関
り
が
あ
る
よ
う
な
前
兆
的
な
役

割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
は
史
実
を
確
認
で
き
る
も
の
で
、
平
家
物
語
の
諸
本

が
こ
の
事
を
記
し
て
い
る
が
、
物
語
中
で
は
編
年
体
記
事
と
し
て
記
さ
れ
た

上
で
、
物
語
の
展
開
に
関
わ
る
よ
う
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
特
に
、
延
慶
本
に
お
け
る
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
は
、
〈
太
白
昴
星
犯

合
〉
と
い
う
天
変
現
象
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
、 

① 

中
国
唐
代
の
玄
宗
の
時
代
に
同
天
変
が
出
現
し
た
こ
と 

② 

日
本
、
宣
化
天
王
の
時
に
同
天
変
が
出
現
し
た
こ
と 

③ 

日
本
、
皇
極
天
皇
の
時
「
客
星
入
月
中
」
と
い
う
天
変
が
出
現
し

た
こ
と 

と
、
三
つ
の
引
用
故
事
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
引
用
故
事
は
Ｆ
〈
太

白
昴
星
犯
合
〉
記
事
と
あ
わ
せ
て
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
と
な
っ
て

い
る
。 

延
慶
本
以
外
の
主
要
伝
本
と
し
て
長
門
本
（
勉
誠
出
版
）
、
源
平
盛
衰
記
（
早

稲
田
大
学
出
版
部
）
、
四
部
合
戦
状
本
（
汲
古
書
院
）
、
屋
代
本
（
新
典
社
）
、
覚

一
本
（
小
学
館
）
の
五
本
に
お
け
る
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
を
調
べ
て
み

る
と
、
源
平
盛
衰
記
を
除
く
四
本
は
、
い
ず
れ
も
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
と
い

う
天
変
を
記
す
だ
け
で
、
こ
れ
に
対
す
る
占
文
の
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

源
平
盛
衰
記
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
の
後
に
、
延
慶
本
と
同
じ
順

序
で
三
つ
の
引
用
故
事
を
記
し
て
い
る
が
、
「
中
国
唐
代
の
玄
宗
の
時
代
に

同
天
変
が
起
き
た
こ
と
」
の
記
述
は
繁
簡
の
差
が
は
な
は
だ
し
い
。
延
慶
本

で
は
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
物
語
が
長
々
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
源

平
盛
衰
記
で
は
、 

 

彼
の
震
旦
国
に
は
、
玄
宗
皇
帝
の
御
代
に
此
天
変
現
じ
て
、
七
日
の
内
に
合
戦

あ
つ
て
、
楊
貴
妃
亡
せ
給
ひ
し
か
ば
、
玄
宗
鳳
闕
を
出
で
て
、
蜀
山
に
迷
ひ
給

ひ
き
。 

 

と
、
ご
く
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
ま
り
、
延
慶
本
の
よ
う
な
記
し
方
の
簡
略
形

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
平
家
物
語
の
書
き
方
に
、
天
変
出
現

の
事
実
と
そ
の
占
文
の
み
を
記
す
伝
本
と
、
中
国
日
本
の
先
例
を
付
け
加
え

な
が
ら
、
当
代
の
異
変
の
重
大
さ
を
一
層
強
調
し
よ
う
と
す
る
伝
本
の
、
二

つ
の
形
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。 

 

さ
て
、
延
慶
本
に
お
け
る
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
は
、
中
国
の
話
を
重

点
的
に
引
用
し
、
そ
れ
を
二
つ
の
日
本
の
記
事
で
補
強
す
る
よ
う
な
形
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
に
か
な
り
紙
数
を
さ
い
て
い
る
こ

と
に
は
、
延
慶
本
の
独
自
の
構
想
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。(

3) 
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ま
た
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
と
は
か
な
り
離
れ
た
位
置
に
あ
る
も

の
だ
が
、
天
変
地
妖
②
と
天
変
地
妖
④
は
、
天
変
の
具
体
的
な
説
明
は
な
い

が
、
天
変
地
妖
②
は
安
徳
帝
即
位
直
後
の
不
安
定
な
政
局
、
天
変
地
妖
④
は

安
徳
帝
の
運
命
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
楊
貴

妃
関
係
の
記
事
お
よ
び
役
行
者
関
係
の
記
事
に
は
、
主
に
「
当
代
批
判
」
と

い
う
観
点
で
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
天
変
記
事
を
重
視
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
楊
貴
妃
関
係
記
事
等
を
含
む
〈
太
白
昴
星
犯

合
〉
記
事
群
は
前
兆
的
な
役
割
が
も
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
離
れ
た
位

置
に
あ
る
天
変
地
妖
記
事
は
、
Ｆ
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
が
暗
示
す
る

内
容
と
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
こ
の
三
つ
の
天
変
記
事
は
ど
の
よ
う
に
前
兆
的
な
役
割
を
果
し
、

構
想
と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。 

 

一
、 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
に
つ
い
て 

 

ま
ず
、
巻
七
に
記
さ
れ
る
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
の
〈
太
白
昴
星
犯

合
〉
の
記
述
位
置
と
記
述
内
容
を
確
認
す
る
。 

巻
七
の
冒
頭
部
の
「
踏
歌
節
会
」
と
い
う
章
段
に
お
い
て
、
宗
盛
が
「
先

帝
御
忌
月
」
（
高
倉
天
皇
が
前
年
の
治
承
五
年
正
月
に
な
く
な
っ
た
こ
と

を
さ
す
）
と
い
う
理
由
で
、
正
月
一
日
の
節
会
も
十
六
日
の
踏
歌
節
会
も

中
止
さ
せ
（

4
）

、
こ
の
年
以
降
も
永
久
に
行
わ
な
い
の
だ
と
言
う
。
人
々

は
、
長
く
天
皇
の
行
う
べ
き
宮
中
の
年
中
行
事
と
し
て
続
い
て
き
た
も
の

を
勝
手
に
停
止
さ
せ
る
と
は
、「
平
家
ノ
一
門
ノ
過
分
ナ
ル
シ
ワ
ザ
」
と
、

王
権
に
対
す
る
平
家
一
門
の
専
横
悪
行
だ
と
批
判
す
る
。
こ
う
し
た
平
家

一
門
に
対
す
る
批
判
的
な
記
述
を
承
け
て
、
次
の
章
段
「
太
白
昴
星
事
付

楊
貴
妃
被
失
事
並
役
行
者
事
」（
5
）

に
お
い
て
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が

記
さ
れ
る
。
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
を
前
後
の
記
述
と
あ
わ
せ
て
抜
き

出
し
て
み
る
。 

 

（
養
和
二
年
）
正
月
一
日
、
依
諒
闇
不
被
行
節
会
。
十
六
日
、
踏
歌
節
会
モ
ナ

シ
。「
為
先
帝
御
忌
月
之
上
ハ
、
永
可
被
止
」
ト
ゾ
、
宗
盛
計
申
ケ
ル
。
… 

代
々

ノ
聖
主
懈
リ
給
ワ
ズ
。
仁
王
四
十
二
代
ノ
節
会
也
。
殿
上
ニ
ハ
数
百
年
ノ
嘉
例

也
。
然
ヲ
依
御
忌
月
被
止
ト
ハ
云
ナ
ガ
ラ
、
是
併
ラ
平
家
ノ
一
門
ノ
過
分
ナ
ル

シ
ワ
ザ
ト
ゾ
サ
サ
ヤ
キ
ケ
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
七 

踏
歌
節
会
） 

⇊
 

（
養
和
二
年
）
二
月
廿
三
日
ノ
夜
半
ニ
、
犯
大
伯
昴
星
。
是
旁
以
重
変
ナ
リ
。

天
文
要
録
云
、「
大
伯
（

6
）

昴
星
ハ
、
大
将
軍
失
国
ノ
境
ヲ
、
四
夷
来
、
有
兵

起
事
」
ト
云
ヘ
リ
。
世
ハ
只
今
乱
ナ
ム
ズ
ト
テ
、
天
下
ノ
歎
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⇊
 

 

彼
辰
旦
国
ニ
ハ
、
玄
宗
皇
帝
ノ
御
宇
仁
此
天
変
現
ジ
テ
、
七
日
内
ニ
天
下
乱
キ
。

其
由
来
ヲ
尋
レ
バ
、
玄
宗
皇
帝
、
弘
農
ノ
陽
玄
琰
ガ
女
、
陽
貴
妃
ヲ
求
得
テ
、

朝
夕
愛
シ
給
ヒ
キ
。
…
依
之
、
陽
貴
妃
ノ
兄
陽
国
忠
、
盗
丞
相
位
、
愚
ニ
弄
国

柄
。
此
事
ヲ
安
禄
山
ト
云
シ
人
強
ニ
妬
テ
…
（
以
下
、
安
禄
山
の
謀
反
に
よ
っ

て
楊
貴
妃
・
楊
国
忠
が
死
ぬ
こ
と
、
楊
貴
妃
を
忘
れ
ら
れ
ぬ
玄
宗
が
方
士
の
術

に
よ
っ
て
楊
貴
妃
と
一
回
再
会
を
果
た
し
て
か
ら
死
ぬ
こ
と
を
記
す
）
…
此
事

ヲ
思
ニ
モ
平
家
ノ
一
門
ハ
皆
建
礼
門
院
ノ
御
故
ニ
、
丞
相
ノ
位
ヲ
ケ
ガ
シ
、
国
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柄
ノ
政
ヲ
掌
ド
ル
。
悪
事
既
ニ
超
過
セ
リ
。
行
末
モ
今
ハ
ア
ヤ
フ
ガ
ル
。
天
変

ノ
現
ジ
様
恐
シ
ト
ゾ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⇊
 

御
朝
ニ
モ
廿
九
代
御
門
宣
化
天
王
ノ
御
代
ニ
、
此
天
変
ア
リ
テ
、
六
和
金
村
、

蘇
我
稲
目
ナ
ム
ド
云
シ
臣
下
等
、
面
々
ニ
巧
ヲ
タ
テ
、
天
下
ヲ
乱
リ
、
帝
位
ヲ

ウ
バ
イ
シ
事
、
廿
余
年
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⇊
 

皇
極
天
皇
ノ
御
時
ハ
、
元
年
七
月
ニ
、
客
星
入
ル
月
中
ト
云
天
変
ア
リ
キ
。
逆

臣
五
位
ニ
至
ル
ト
云
事
ナ
ル
ベ
シ
。 

⇊
 

其
時
ハ
役
ノ
行
者
ニ
仰
セ
テ
、
七
日
七
夜
祈
ラ
セ
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
兵
乱
ヲ
転

ジ
テ
百
日
ノ
旱
魃
ニ
ゾ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
。
王
位
ハ
恙
マ
シ
マ
サ
ザ
リ
ケ
レ
ド
モ
、

五
穀
皆
損
テ
、
上
下
飢
ニ
ノ
ゾ
ミ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
。
今
ハ
役
ノ
行
者
モ
ナ
ケ
レ
バ
、

誰
カ
此
ヲ
転
ズ
ベ
キ
。
待
池
ノ
魚
ノ
風
情
ニ
テ
、
災
ノ
起
ラ
ム
事
ヲ
、
今
ヤ

く
ト
待
居
タ
ル
ゾ
コ
コ
ロ
ウ
キ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
七 

太
白
昴
星
事
付
楊
貴
妃
被
失
事
並
役
行
者
事
） 

 

右
の
引
用
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
平
家
ノ
一
門
ノ
過
分
ナ
ル
シ
ワ
ザ
」

と
い
う
平
家
一
門
を
批
判
す
る
記
述
を
承
け
て
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が

記
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
「
二
月
廿
三
日
ノ
夜
半
ニ
、
犯
大
伯
昴
星
。
是
旁

以
重
変
ナ
リ
。
」
と
、
「
重
変
」
と
記
す
の
み
で
具
体
的
な
予
告
は
な
い
。

し
か
し
、
次
に
『
天
文
要
録
』
の
占
文
「
大
将
軍
失
国
境
、
四
夷
来
、
有

兵
起
事
」
を
引
用
し
、「
世
ハ
只
今
乱
ナ
ム
ズ
」
と
人
々
の
反
応
を
記
す
。

『
天
文
要
録
』
の
占
文
が
「
重
変
」
の
具
体
的
な
内
容
だ
と
み
れ
ば
、（
都

の
）
大
将
軍
が
、
（
国
の
境
の
守
備
に
つ
い
た
と
し
て
も
）
そ
の
守
り
を

保
持
で
き
な
く
な
り
、（
国
の
）
四
周
の
蛮
族
が
（
都
に
）
攻
め
て
き
て
、

都
の
軍
隊
と
四
夷
と
の
兵
乱
が
起
こ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

平
家
物
語
の
こ
の
天
変
記
述
は
、
『
玉
葉
』
の
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）

二
月
二
十
三
日
の
条
に
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
記
述
が
見
ら
れ
、
史
実
を

も
と
に
し
た
も
の
だ
と
分
か
る
（

7
）
。 

 

午
刻
、
泰
親
朝
臣
来
…
此
間
、
金
星
欲
犯
昴
宿
、
若
如
存
犯
之
者
、
殊
勝
大
事

之
変
也
、
仍
兼
所
申
也
、
占
文
不
快
云
々 

 

と
、
金
星
が
昴
宿
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
、
も
し
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
大
変
な
凶
兆
に
な
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
兼
実
に
知
ら
せ
に
き
た
の
だ

と
い
う
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、

不
吉
な
予
測
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（

8
）
。 

 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
事
変
の
先
触
れ
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

１
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
意
味 

 

ま
ず
、
平
家
物
語
の
引
用
の
典
拠
『
天
文
要
録
』（
9
）

を
確
認
し
て
み
る
。

但
し
本
来
あ
れ
ば
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
「
太
白
占
第
九
」

は
、
現
在
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
「
昴
占
第
廿
八
」
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
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た
。
「
昴
占
第
廿
八
」
に
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
を 

 
不
出
其
年
国
有
変
臣
迫
逐
君 

大
将
軍
失
国
堺
不
出
五
年 

大
人
（

10
）

當
之
兵
起
期
三
年 

 

な
ど
と
、
い
ず
れ
も
「
不
出
其
年
」
、
「
不
出
五
年
」
「
期
三
年
」
と
、
事
件

の
起
こ
る
時
間
を
限
定
し
て
示
し
な
が
ら
、「
臣
が
君
を
追
い
出
す
」
や
、「
大

将
軍
が
国
境
の
守
り
を
保
持
で
き
な
く
な
る
」
こ
と
や
、
「
大
臣
が
反
乱
に

対
抗
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
国
家
的
な
大
変
事
に
つ
な
が
る
も
の
と
解
釈
し

て
い
る
。
右
の
三
つ
の
占
文
の
中
の
「
大
将
軍
失
国
堺
」
は
、
平
家
物
語
の

引
用
す
る
占
文
の
一
部
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
物
語
に
は
事
件
の
起
こ

る
時
間
的
範
囲
に
関
す
る
言
及
が
な
い
。 

次
に
、
『
史
記
』
天
官
書
、
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
『
晋
書
』（
11
）

そ
れ
ぞ
れ

の
天
文
志
に
記
さ
れ
る
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
。 

ま
ず
、
「
太
白
」
「
昴
星
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
た
。 

 

「
太
白
」
は
「
司
兵
」
（
『
史
記
』
） 

「
兵
象
也
」
（
『
漢
書
』
） 

「
太
白
進
退
以
候
兵
」
（
『
晋
書
』
） 

「
大
臣
也
」
（
『
史
記
』
『
晋
書
』
） 

「
昴
星
」
は
「
胡
星
也
」
（
『
史
記
』
『
漢
書
』
） 

「
為
邊
兵
」
（
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
晋
書
』
） 

 

と
解
釈
さ
れ
る
（

12
）

。「
太
白
」
は
、「
兵
を
司
る
」
、「
兵
の
象
徴
」
、「
太
白

の
進
退
を
以
っ
て
兵
を
伺
う
」
な
ど
と
解
釈
さ
れ
、
「
軍
事
を
司
る
」
の
だ

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（

13
）

。
ま
た
、
「
太
白
」
は
「
大
臣
」
と
も
解
釈

さ
れ
、
こ
の
解
釈
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
太
白
」
は
大
臣
、
す
な
わ
ち
朝
廷
・

都
側
を
指
し
、
「
昴
星
」
は
蛮
夷
側
・
辺
境
側
、
す
な
わ
ち
地
方
の
軍
事
的

勢
力
を
指
す
の
が
基
本
的
な
と
ら
え
方
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
予

想
さ
れ
る
両
者
の
「
犯
合
」
は
、
朝
廷
と
地
方
の
対
立
抗
争
、
天
皇
に
対
す

る
在
地
勢
力
の
反
抗
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

続
い
て
右
に
挙
げ
た
中
国
正
史
の
中
か
ら
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
を
拾

い
だ
し
て
み
る
。 

『
史
記
』
天
官
書
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
記
述
が
な
い
。 

『
漢
書
』
天
文
志
は
、
「
太
白
入
昴
」
（
孝
昭
始
元
（
前
八
六
～
前
八
一
）
）

と
、
一
回
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

『
後
漢
書
』
・
天
文
志
に
お
い
て
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
三
例
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は 

 

ａ 

孝
章
建
初
元
年
（
七
六
年
）
、
正
月
丁
巳
、
太
白
在
昴
西
一
尺
。
太
白
在

昴
為
邊
兵
。 

ｂ 

延
光
三
年
（
一
二
四
年
）
二
月
辛
未
、
太
白
犯
昴
。 

ｃ 
（
延
光
三
年
）
十
一
月
、
太
白
犯
昴
、
畢
、
為
邊
兵
、
一
曰
大
人
當
之
。 

 

で
あ
る
。 
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こ
の
三
つ
の
天
変
記
事
に
お
い
て
、
ａ
は
「
邊
兵
」
、
ｃ
は
「
邊
兵
」
、
あ

る
い
は
「
大
人
當
之
（
大
臣
が
抵
抗
す
る
）
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
ｂ
の

本
文
に
解
釈
は
な
い
が
、
そ
の
注
に
、 

 

石
氏
星
占
：「
太
白
守
昴
、
兵
従
門
闕
入
、
主
人
走
。
」
欷
萌
曰
：「
不
有
亡
国
、

必
有
謀
主
。
」
又
云
：
「
入
昴
、
大
赦
」 

 

と
記
し
て
い
る
。
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
は
、
「
兵
、
門
闕
よ
り
入
り
、
主
人
走

る
」
「
国
を
亡
ぼ
す
こ
と
有
ら
ず
は
、
必
ず
主
を
謀
る
こ
と
有
り
」
と
、
都

の
外
か
ら
、
即
ち
「
邊
兵
」
の
よ
う
な
兵
乱
が
起
こ
り
、
君
主
が
逃
げ
出
し

て
命
が
危
う
く
な
る
、
国
を
亡
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

必
ず
君
主
に
悪
事
を
た
く
ら
む
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。 

『
後
漢
書
』
天
文
志
に
お
い
て
、
ａ
ｂ
ｃ
は
い
ず
れ
も
「
邊
兵
」
、
都
の

外
か
ら
の
兵
乱
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

『
晋
書
』
天
文
志
に
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
八
回
記
さ
れ
る
。 

 

ｄ
恵
帝
元
康
三
年
（
二
九
三
年
）
、
填
星
、
歳
星
、
太
白
三
星
聚
畢
昴
。
占
曰

「
為
兵
喪
。
畢
昴
、
趙
地
也
。
」
後
賈
后
陥
殺
太
子
、
趙
王
廃
后
、
又
殺
之
、

斬
張
華
、
裴
頠
、
遂
纂
位
、
廃
帝
為
太
上
皇
、
天
下
従
此
遘
乱
連
禍
。 

ｅ
太
安
二
年
（
三
〇
二
年
）
二
月
、
太
白
入
昴
。
占
曰
「
天
下
擾
、
兵
大
起
」 

ｆ
咸
康
元
年
（
三
三
五
年
）
二
月
己
亥
、
太
白
犯
昴
。
占
曰
「
兵
起
、
歳
中
旱
。
」

四
月
、
石
季
龍
略
騎
至
歴
陽
、
加
司
徒
王
導
大
司
馬
、
治
兵
列
戍
衝
要
。
是

時
、
石
季
龍
又
圍
襄
陽
。
六
月
旱
。 

ｇ
康
帝
建
元
元
年
（
三
四
三
年
）
正
月
壬
午
、
太
白
入
昴
。
占
曰
「
趙
地
有
兵
」
。

又
曰
「
天
下
兵
起
」。
四
月
乙
酉
、
太
白
晝
見
。
是
年
、
石
季
龍
殺
其
子
邃
、

又
遣
将
寇
没
狄
道
、
及
屯
蘇
東
、
謀
慕
容
皝
。 

ｈ
穆
帝
永
和
四
年
（
三
四
八
年
）
四
月
太
白
入
昴
。
是
時
、
戎
晋
相
侵
、
趙
地

連
兵
尤
甚
。 

ｉ
穆
帝
永
和
七
年
（
三
五
一
年
）
二
月
、
太
白
犯
昴
。
占
同
上
（
「
大
臣
有
誅
」

の
こ
と
）
。 

ｊ
海
西
太
和
二
年
（
三
六
七
年
）
正
月
、
太
白
入
昴
。
五
年
、
慕
容
暐
為
苻
堅

所
滅
、
又
據
司
、
冀
、
幽
、
并
四
州
。 

ｋ
（
太
元
）
十
年
（
三
八
五
年
）
四
月
乙
亥
、
（
太
白
）
又
晝
見
于
畢
昴
。
占

曰
「
魏
国
有
兵
喪
」
。
是
時
苻
堅
大
衆
奔
潰
、
趙
魏
連
兵
相
攻
、
堅
為
姚
萇

所
殺
。 

 

『
晋
書
』
天
文
志
に
お
け
る
天
変
の
書
き
方
を
、
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、 

天
変
の
顕
れ
方
↓
↓
占
文
↓
↓
後
に
実
現
し
た
歴
史
事
件 

の
パ
タ
ー
ン
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
回
の
天
変
記
事
に
お
い
て
、
占
文

に
は
、
「
兵
喪
」
、
「
兵
起
」
、
「
有
兵
」
と
記
さ
れ
、
軍
事
的
な
大
事
件
が
予

告
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
実
際
に
起
こ
っ
た
事
件
は 

 

ｄ
は
、
「
皇
位
相
続
」
を
め
ぐ
る
西
晋
の
皇
室
内
の
紛
争
で
あ
る
。 

ｅ
は
、
実
際
の
事
件
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

ｆ
は
、
後
趙
皇
帝
石
季
龍
が
兵
を
以
て
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
。 

ｇ
は
、
後
趙
皇
帝
石
季
龍
が
太
子
で
あ
る
息
子
を
殺
し
、
蛮
夷
を
攻
め
る
こ
と
。 
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ｈ
は
、
戎
と
晋
は
戦
い
、
後
趙
は
兵
乱
と
な
る
こ
と
。 

ｉ
は
、
実
際
の
事
件
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

ｊ
は
、
前
秦
皇
帝
苻
堅
が
慕
容
暐
を
滅
ぼ
し
、
司
冀
幽
等
を
併
呑
す
る
こ
と
。 

ｋ
は
、
前
秦
皇
帝
苻
堅
が
滅
ぼ
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。 

 

と
、
い
ず
れ
も
皇
帝
、
皇
室
に
関
わ
る
「
兵
乱
」
で
あ
っ
た
。 

『
史
記
』
な
ど
の
正
史
や
『
天
文
要
録
』
の
捉
え
方
と
、
平
家
物
語
が
引

用
す
る
「
天
文
要
録
」
の
占
文
と
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉

と
い
う
天
変
は
、
都
の
秩
序
が
乱
れ
、
君
主
が
都
を
離
れ
、
国
が
滅
ぶ
よ
う

な
「
兵
乱
」
の
勃
発
を
予
兆
す
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

日
本
で
は
、
養
和
二
年
以
前
は
、
一
回
だ
け
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
観
察

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（

14
）

。
そ
れ
は
、『
日
本
紀
略
』（
15
）

寛
平
五
年
（
八
九

三
年
）
五
月
二
十
九
日
の
条
「
廿
九
日
戊
戌
。
日
入
時
。
太
白
失
度
。
守
昴

星
北
旁
」
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
対
す
る
占
文
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
。 

 

２
、
延
慶
本
の
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
予
兆
す
る
こ
と 

 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
国
家
の
体
制
、
帝
王
の
安
泰
に
関
わ
る
重
大
事
件

を
予
告
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
の
だ
が
、
日
本
で
も
実
際
の

観
測
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
天
変
を
、
平
家
物
語
が
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と

の
意
味
は
重
い
。
前
に
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
（

16
）

、
こ
の
時
代
に
は
ほ

か
に
も
天
変
が
た
く
さ
ん
観
測
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
平
家
物
語
は
そ
れ
ら

の
中
か
ら
取
捨
選
択
・
厳
選
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
〈
太
白

昴
星
犯
合
〉
を
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
後
の
重
大
な
出
来
事
を
予
兆
し

よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
平
家
物
語
の
引
用
す
る
「
天
文
要
録
」
の
占
文
「
大
将
軍
失
国

境
、
四
夷
来
」
の
実
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
事
件
を
、
延
慶
本
の
こ

の
先
の
記
述
の
中
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

「
大
将
軍
」
は
「
中
央
の
権
力
を
軍
事
的
に
具
象
化
し
た
存
在
」
、「
四

夷
」
は
「
中
央
の
権
威
に
対
す
る
地
方
の
反
抗
勢
力
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

物
語
に
当
て
は
め
て
養
和
二
年
二
月
の
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
記
事
の
後

の
物
語
の
展
開
を
み
る
と
、
同
の
巻
七
の
「
為
木
曽
追
討
軍
兵
向
北
国
事
」

に
お
い
て
平
家
と
木
曽
と
の
合
戦
が
始
ま
り
、
「
平
家
都
落
ル
事
」
に
お

い
て
、
木
曽
軍
が
都
へ
攻
め
込
み
、
平
家
一
門
が
安
徳
帝
と
と
も
に
都
落

ち
す
る
。
「
大
将
軍
」
が
中
央
（
都
）
の
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
考

え
れ
ば
、
帝
と
置
き
換
え
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
前

提
に
す
れ
ば
、
木
曽
が
地
方
か
ら
の
侵
攻
勢
力
「
四
夷
」
の
一
つ
だ
と
考

え
る
と
、「
天
文
要
録
」
の
占
文
と
合
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
及
び
そ
の
占
文
は
、
ま
ず
は
、
延
慶
本
の
巻
七

の
末
ま
で
を
見
通
し
て
、
史
実
に
基
づ
き
な
が
ら
改
め
て
物
語
中
に
配
置

さ
れ
た
天
変
記
事
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

二
、 
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
の
引
用
故
事
に
つ
い
て 
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１
、
「
楊
貴
妃
被
失
事
」
に
つ
い
て 

 

天
変
の
予
告
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
が
、
さ
ら
に
、
〈
太
白
昴
星
犯

合
〉
記
事
の
後
に
「
楊
貴
妃
被
失
事
」
が
記
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え

る
。 延

慶
本
は
、
「
玄
宗
皇
帝
ノ
御
宇
仁
此
天
変
現
ジ
テ
、
七
日
内
ニ
天
下

乱
キ
」
と
、
玄
宗
皇
帝
治
世
中
に
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
起
こ
り
、
そ
の

の
ち
七
日
以
内
に
天
下
が
乱
れ
た
と
回
想
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
切
迫
、
そ
れ

ほ
ど
重
大
な
事
件
勃
発
を
予
兆
す
る
天
変
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
「
天
下
乱
キ
」
と
い
う
の
は
、
安
禄
山
の
反
乱
を
指
し
て
い

る
の
で
、
史
実
と
し
て
あ
る
い
は
中
国
の
物
語
と
し
て
そ
の
直
前
に
〈
太

白
昴
星
犯
合
〉
が
起
き
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
み
た
。 

『
旧
唐
書
』（
17
）

の
「
本
紀
玄
宗
」「
天
文
志
」
、『
新
唐
書
』（
18
）

の
「
本

紀
玄
宗
」
「
天
文
志
」
、
『
長
恨
歌
傳
』
、
『
楊
太
真
外
傳
』（
19
）

を
確
認
し

た
が
、
安
禄
山
の
反
乱
の
直
前
に
、〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
は
勿
論
の
こ
と
、

ほ
か
の
天
変
で
も
出
現
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
玄
宗
皇
帝
ノ
御
宇
仁
此
天
変
現
ジ
テ
、
七
日
内
ニ
天
下
乱
キ
」
と
い
う

記
述
は
、
延
慶
本
の
虚
構
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（

20
）

。
ど
う
し
て
、
虚

構
ま
で
し
て
「
楊
貴
妃
被
失
事
」
の
記
事
を
取
り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
楊
貴
妃
被
失
事
」
と
養
和
二
年
の
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
次
の
本
文
か
ら
探
っ
て
み
る
。 

物
語
は
、
「
其
由
来
ヲ
尋
レ
バ
」
と
詳
細
な
喩
え
話
に
な
っ
て
、
楊
貴

妃
と
玄
宗
と
の
夫
婦
の
鐘
愛
、
愛
別
離
苦
の
悲
恋
物
語
が
綿
々
と
記
さ
れ

る
が
、
結
末
に
お
い
て
は
、
楊
家
楊
国
忠
の
批
判
に
転
じ
て
、
そ
の
批
判

は
平
家
一
門
の
専
横
へ
の
批
判
と
重
な
る
形
で
終
る
。
悲
恋
物
語
は
物
語

と
し
て
情
趣
深
く
伝
え
、
そ
こ
に
語
り
手
の
批
判
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い

が
、
「
物
語
」
が
終
る
と
、
批
判
的
な
見
地
が
強
く
出
さ
れ
て
結
ば
れ
る

の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
延
慶
本
の
叙
述
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
（

21
）

が
あ
る
。 

武
久
堅
は
、
中
心
部
の
楊
貴
妃
の
悲
恋
物
語
は
、
『
長
恨
歌
』
と
『
長

恨
歌
伝
』
に
依
拠
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
基
本
的
に
は
平
家

一
族
の
専
横
批
判
を
意
図
し
て
編
入
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
（

22
）
。 

牧
野
和
夫
は
、
武
久
論
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
批
判
の
あ
り
方
を

細
か
く
検
討
し
、
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
、
主
に
『
長
恨
歌
伝
』
に

拠
っ
た
「
付
楊
貴
妃
被
失
事
」
を
設
け
、
楊
貴
妃
を
後
白
河
院
の
子
高
倉

帝
の
妃
建
礼
門
院
に
、
兄
楊
国
忠
を
宗
盛
等
に
配
し
、
暗
示
的
に
玄
宗
を

後
白
河
院
に
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
養
和
二
年
前
後
の
宮
廷
政
治
（
院

政
）
と
、
『
長
恨
歌
伝
』
に
展
開
す
る
玄
宗
の
御
代
（
天
宝
ノ
末
）
の
宮

廷
政
治
と
重
ね
合
わ
せ
に
し
て
、
以
て
院
の
政
治
を
痛
切
に
批
判
し
た
」

と
指
摘
し
、
「
楊
貴
妃
被
失
事
」
は
、
後
白
河
院
批
判
に
繋
が
っ
て
い
く

と
述
べ
て
い
る
（

23
）
。 

私
は
、
右
の
二
氏
に
よ
る
見
解
（
平
家
一
門
の
専
横
批
判
）
に
同
意
す

る
が
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、「
楊
貴
妃
被
失
事
」
の
終
わ
り
に
、「
此
事
ヲ

思
ニ
モ
平
家
ノ
一
門
ハ
皆
建
礼
門
院
ノ
御
故
ニ
、
丞
相
ノ
位
ヲ
ケ
ガ
シ
、

国
柄
ノ
政
ヲ
掌
ド
ル
。
悪
事
既
ニ
超
過
セ
リ
。
行
末
モ
今
ハ
ア
ヤ
フ
ガ
ル
。
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天
変
ノ
現
ジ
様
恐
シ
ト
ゾ
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

全
体
と
し
て
こ
の
楊
貴
妃
関
係
記
事
の
引
用
は
、
二
段
構
え
の
批
判
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
楊
貴
妃
の
悲
恋
物
語
を
通
し
て
の
批
判
は
、
後
白
河
院

等
の
当
代
政
界
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
話
を

包
む
全
体
の
大
枠
は
平
家
の
将
来
に
対
す
る
危
惧
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。 

楊
貴
妃
の
悲
恋
物
語
の
引
用
に
お
い
て
、
平
家
一
族
の
専
横
に
対
す
る

批
判
が
、
次
の
記
述
に
お
け
る
楊
国
忠
・
平
家
一
門
に
対
す
る
記
述
の
対

比
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 

次
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、 

 

依
之
、
陽
貴
妃
ノ
兄
陽
国
忠 

 

盗
丞
相
位 

 
 
愚
ニ
弄
国
柄 

⇊
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⇊
 

 
 

 
 

 
 

⇊
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 

 

⇊
 

悪
事
既
ニ
超
過
セ
リ
。
行
末
モ
今
ハ
ア
ヤ
フ
ガ
ル
。
天
変
ノ
現
ジ
様
恐
シ 

 

平
家
に
対
す
る
批
判
は
楊
家
へ
の
批
判
と
酷
似
し
て
い
る
。
建
礼
門
院
を

楊
貴
妃
に
喩
え
、
平
家
一
門
を
楊
国
忠
に
喩
え
て
平
家
の
横
暴
を
批
判
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
の
記
述
の
時
点
に
近
い
政
治
状
況
に
対
す

る
批
判
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
次
の
記
述
を
み
る
と
、
「
悪
事
既
ニ
超

過
セ
リ
。
行
末
モ
今
ハ
ア
ヤ
フ
ガ
ル
。
天
変
ノ
現
ジ
様
恐
シ
ト
ゾ
」
と
、

平
家
一
門
の
今
後
の
「
行
末
」
と
「
天
変
ノ
現
ジ
様
恐
シ
ト
ゾ
」
と
記
し

て
い
る
の
は
、
平
家
の
そ
の
先
の
行
方
へ
と
射
程
を
の
ば
し
、
平
家
の
横

暴
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
楊
家
一
族
の
滅
び
を
通
し
て
、
結
果
的
に
平

家
一
族
が
滅
亡
す
る
運
命
に
あ
る
こ
と
を
予
兆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

２
、
日
本
の
二
つ
の
引
用
故
事
と
役
行
者
伝 

 

「
楊
貴
妃
被
失
事
」
の
最
後
は
、「
悪
事
既
ニ
超
過
セ
リ
。
行
末
モ
今
ハ

ア
ヤ
フ
ガ
ル
。
」
と
、
平
家
一
門
の
「
行
末
」
を
ほ
の
め
か
し
て
、
「
天
変

ノ
現
ジ
様
恐
シ
ト
ゾ
」
と
い
う
記
述
で
ま
と
め
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
承

け
て
、
日
本
の
過
去
を
振
り
返
っ
て
二
つ
の
引
用
故
事
が
続
い
て
、
役
行

者
の
話
（

24
）

に
入
る
。 

「
宣
化
天
王
ノ
御
代
」
に
は
、〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
と
い
う
天
変
が
あ
ら

わ
れ
、
「
皇
極
天
皇
ノ
御
時
」
に
は
、
「
客
星
入
月
中
」
と
い
う
天
変
だ
っ

た
が
、
「
其
時
ハ
役
ノ
行
者
ニ
仰
セ
テ
」
、
「
兵
乱
ヲ
転
ジ
テ
百
日
ノ
旱
魃
ニ

ゾ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
。
」
と
、
兵
乱
の
実
現
を
旱
魃
に
転
換
さ
せ
て
避
け
る
こ
と

が
出
来
た
と
い
う
。
「
今
ハ
役
ノ
行
者
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
」
と
、
今
（
す
な
わ

ち
平
家
全
盛
時
代
の
今
）
は
役
行
者
が
い
な
い
の
で
、「
誰
カ
此
ヲ
転
ズ
ベ

キ
」
と
、
兵
乱
の
実
現
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
と
い
う
。「
待
池

平
家
ノ
一
門
ハ
皆 

建
礼
門
院
ノ
御
故
ニ 

丞

相

ノ

位

ヲ
ケ
ガ
シ 

 

国

柄

ノ

政

ヲ
掌
ド
ル 
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ノ
魚
ノ
風
情
ニ
テ
、
災
ノ
起
ラ
ム
事
」
と
、
水
が
な
く
な
っ
て
い
く
池
の

魚
が
運
命
に
身
を
ま
か
せ
る
ば
か
り
で
な
す
術
が
な
い
よ
う
に
、
災
の
到

来
が
確
実
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
策
を
講
ず
る
こ
と
が
出
来
な

い
ま
ま
、
た
だ
た
だ
恐
怖
に
お
の
の
い
て
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。 

「
宣
化
天
王
ノ
御
代
（
五
三
五
～
五
三
九
年
）
」「
皇
極
天
皇
ノ
御
時
（
六

四
二
～
六
四
五
年
）
」
の
二
つ
の
天
変
は
、
平
家
物
語
の
時
代
か
ら
み
れ
ば
、

遥
か
に
時
間
の
隔
た
っ
た
過
去
の
こ
と
で
あ
る
が
、
延
慶
本
が
こ
こ
に
こ

の
二
つ
の
記
事
を
挿
入
し
た
の
は
、
単
に
類
似
の
先
例
を
想
起
し
て
追
加

し
た
と
い
う
よ
り
、
平
家
の
物
語
の
展
開
に
も
関
わ
ら
せ
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
の
二
つ
の
天
変
が
、
こ
の
さ
き
の
事
件
に

対
し
暗
示
す
る
も
の
が
な
い
か
ど
う
か
を
、
本
文
の
中
か
ら
探
っ
て
み
た

い
と
思
う
。 

 （
イ
）「
宣
化
天
王
ノ
御
代
」
の
時
の
天
変
は
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
で
あ
り
、

「
天
下
ヲ
乱
リ
、
帝
位
ヲ
ウ
バ
イ
シ
」
と
い
う
結
果
だ
っ
た
と
い
う
。『
日

本
書
紀
』（
25
）

に
よ
れ
ば
、
宣
化
天
皇
の
時
に
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
の
記

録
は
な
く
、「
天
下
ヲ
乱
リ
、
帝
位
ヲ
ウ
バ
イ
シ
」
に
相
当
す
る
記
述
は
な

か
っ
た
。 

先
例
の
根
拠
を
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
平
家
物
語
の
現

実
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、「
先
例
」
と
し
て
の
機
能
が
も
た
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
、
物
語
の
中
で
限
定
的
に
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。「
天
下
ヲ
乱

リ
、
帝
位
ヲ
ウ
バ
イ
シ
」
と
い
う
先
例
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
平
家
物
語

の
後
の
展
開
を
見
る
と
、
寿
永
二
年
七
月
廿
四
日
に
安
徳
帝
が
平
家
と
と

も
に
都
落
ち
し
て
か
ら
、
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
内
に
、「
四
宮
践
祚
有
事
付

義
仲
行
家
ニ
勲
功
ヲ
給
事
」
（
巻
八
）
に
お
い
て
、 

 

同
（
寿
永
二
年
八
月
）
廿
日
、
法
住
寺
ノ
新
御
所
ニ
テ
、
高
倉
院
第
四
王
子

践
祚
ア
リ
。 

 

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
生
形
貴
重
は
、
平
家
物
語
が
安
徳
天
皇
の
廃

帝
物
語
（

26
）

と
し
て
の
構
想
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
「
『
平
家
物
語
』

巻
八
は
高
倉
院
第
四
宮
の
即
位
決
定
・
平
氏
一
門
解
官
の
事
、
即
ち
廃
帝

記
事
か
ら
語
り
だ
さ
れ
る
（

27
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
生
形
の
指
摘
に
従
え

ば
、
「
四
宮
践
祚
有
事
付
義
仲
行
家
ニ
勲
功
ヲ
給
事
」
の
記
事
を
も
っ
て
、

安
徳
帝
は
「
廃
帝
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
平
家
物
語
の
中
で
は
、
巻
六

以
降
で
は
、
強
権
発
動
に
よ
る
皇
位
更
迭
は
、
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
。

従
っ
て
、
宣
化
天
王
の
時
の
天
変
だ
と
い
う
形
で
引
用
さ
れ
た
記
事
は
、

平
家
と
と
も
に
都
落
ち
し
た
安
徳
帝
の
帝
位
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
ロ
）
「
皇
極
天
皇
ノ
御
時
」
の
天
変
は
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
で
は
な
く
、

「
客
星
入
月
中
」（
28
）

と
い
う
天
変
で
あ
る
。
こ
の
天
変
を
「
逆
臣
五
位
ニ

至
ル
」
と
解
釈
し
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
元
年
（
六
四
二
年
）

七
月
に
「
客
星
入
月
中
」
と
い
う
天
変
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

「
逆
臣
五
位
ニ
至
ル
」
に
相
当
す
る
記
述
は
な
い
。「
役
ノ
行
者
」
の
「
七
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日
七
夜
」
の
祈
祷
に
よ
り
、
兵
乱
を
旱
魃
に
変
え
た
と
い
う
記
述
も
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
前
項
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
引
か
れ
た
先
例
の
実
態
を

ほ
と
ん
ど
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
物
語
の
構
想
が
生
み
出

し
た
「
先
例
」
と
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

平
家
物
語
の
こ
の
時
点
で
の
「
逆
臣
」
と
は
一
体
誰
を
指
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
巻
七
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
記
さ
れ
た
時
点
は
安
徳
帝
在
位

中
で
あ
る
か
ら
、「
逆
臣
」
と
い
う
の
は
、
安
徳
帝
に
対
す
る
も
の
と
考
え

る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
、
中
央
政
界
の
臣

下
で
あ
り
な
が
ら
反
抗
的
な
行
動
を
し
た
も
の
は
物
語
に
描
か
れ
て
い
な

い
。
「
朝
敵
」（
29
）

と
い
う
形
で
の
「
逆
臣
」
な
ら
ば
、
頼
朝
、
義
仲
、
行

家
な
ど
の
源
氏
側
を
指
す
こ
と
に
は
な
る
。 

 

ま
と
め 

  

史
実
を
ふ
ま
え
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
だ
が
、
占

文
の
示
す
不
気
味
な
予
告
や
楊
貴
妃
の
話
を
は
じ
め
と
す
る
三
つ
の
震

旦
・
本
朝
の
先
例
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
物
語
上
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

託
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
つ
の
引
用
故
事
の
天
変
は
、

「
皇
極
天
皇
ノ
御
時
」
の
「
客
星
入
月
中
」
と
い
う
天
変
を
除
け
ば
、
正
史

に
お
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
三
つ
の
引
用
故
事
は
、
す
べ
て
の
記

事
の
意
図
を
明
確
に
出
来
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
延
慶
本
の
構
想
に
基
づ
い

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
「
天
変
」
を
そ
の
の
ち
の
物
語
の
「
事
例
」
の
中
か
ら
解
釈

し
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
を
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
の
意
味
す
る
も
の
と

し
て
ま
と
め
る
。 

ィ
、
養
和
二
年
（
一
一
八
二
年
）
二
月
の
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
は
、
翌
年

の
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
年
）
の 

①
木
曽
軍
の
都
へ
の
侵
攻
、 

②
安
徳
帝
、
平
家
一
門
の
都
落
ち
、 

を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
ロ
、
「
楊
貴
妃
被
失
事
」
の
記
述
を
通
し
て
、 

③
当
代
の
平
家
を
批
判
し
、 

④
平
家
一
門
の
将
来
の
滅
亡
を
暗
示
し
、 

ハ
、
宣
化
天
王
の
時
の
天
変
を
引
き
合
い
に
だ
す
事
に
拠
っ
て
、
平
家
と
と

も
に
都
落
ち
す
る 

⑤
安
徳
帝
の
帝
位
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と 

を
指
し
、
皇
極
天
皇
の
時
の
天
変
の
引
用
は 

⑥
頼
朝
、
義
仲
、
行
家
な
ど
の
清
和
源
氏
側
の
台
頭 

を
予
兆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
に
お
け
る
天
変
は
、
物
語
の
後
半
部
分
の
大

き
な
行
方
を
暗
示
し
、
帝
王
で
あ
る
安
徳
帝
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
も
平
家

一
族
の
滅
亡
と
源
氏
側
の
台
頭
と
い
う
物
語
の
後
半
の
枠
組
み
に
基
づ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

 

と
こ
ろ
で
、
「
天
変
地
妖
」
②
と
④
は
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
と
密

着
し
た
位
置
に
は
な
い
が
、
物
語
の
展
開
上
、
同
じ
よ
う
な
役
割
で
置
か
れ
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た
異
変
記
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
を
検
証
す
る
。 

 
三
、 

天
変
地
妖
②
に
つ
い
て 

 

 

ま
ず
、
巻
五
の
「
天
変
地
妖
②
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。「
新
院

厳
島
ヘ
御
幸
事
付
願
文
ア
ソ
バ
ス
事
」
に
お
い
て
、
「
天
変
地
妖
②
」
は
、

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
九
月
の
新
院
（
高
倉
院
）
の
再
度
の
厳
島
御
幸

の
契
機
と
な
っ
た
変
異
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

同
（
治
承
四
年
）
九
月
廿
二
日
、
新
院
又
厳
島
ヘ
御
幸
。
去
三
月
ニ
モ
御
幸

ア
リ
テ
、
其
験
ニ
ヤ
、
一
両
月
程
ニ
天
下
鎮
タ
ル
様
ニ
ミ
ヘ
テ
、
法
皇
モ
鳥

羽
殿
ヨ
リ
出
御
ナ
ド
ア
リ
シ
ニ
、
去
五
月
、
高
倉
宮
ノ
御
事
ヨ
リ
打
連
キ
、

又
シ
ヅ
マ
リ
モ
ヤ
ラ
ズ
。
天
変
頻
ニ
示
シ
、
地
夭
（

３０
）

常
ニ
ア
（
ッ
）
テ
、

朝
廷
不
穏
カ
ラ
シ
カ
バ
、
惣
ハ
天
下
静
謐
ノ
御
祈
念
、
別
テ
ハ
聖
躰
不
予
ノ

御
祈
祷
ノ
為
也
。 

 
 

 
 

（
巻
五 

新
院
厳
島
ヘ
御
幸
事
付
願
文
ア
ソ
バ
ス
事
） 

  

高
倉
院
は
、
退
位
後
二
度
し
か
も
一
年
の
う
ち
に
二
度
も
、
厳
島
へ
御

幸
が
あ
っ
た
。
三
月
の
御
幸
は
、
世
の
中
に
平
穏
を
も
た
ら
し
た
が
、
ま

も
な
く
天
下
の
騒
動
と
な
っ
た
の
で
、
再
度
行
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
二

度
目
の
御
幸
を
決
意
さ
せ
た
も
の
の
う
ち
、「
天
変
地
妖
」
の
さ
と
し
が
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。 

巻
五
に
位
置
す
る
新
院
高
倉
院
の
厳
島
御
幸
記
事
の
前
に
は
、
高
倉

宮
・
頼
政
謀
反
の
鎮
圧
、
平
家
に
よ
る
都
遷
、
頼
朝
の
挙
兵
記
事
群
な
ど

の
全
国
的
な
混
乱
状
況
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
前
後
の
記
事
構
成
を
章
段
名

で
把
握
し
て
お
く
。 

  

巻
四 

 
 

高
倉
宮
都
ヲ
落
坐
事
（
高
倉
宮
以
仁
王
・
頼
政
の
謀
反
の
露
見
か
ら
討
死
ま
で
） 

 
 

 

… 

 
 

都
遷
事 

巻
五 兵

衛
佐
頼
朝
発
謀
叛
由
来
事 

 
 

 

… 

石
橋
山
合
戦
事 

小
壷
坂
合
戦
之
事 

衣
笠
城
合
戦
之
事 

 
 

 

… 

惟
盛
以
下
東
国
ヘ
向
事 

 
 

⇊
 

新
院
厳
島
ヘ
御
幸
事
付
願
文
ア
ソ
バ
ス
事 

 

同
（
治
承
四
年
）
九
月
廿
二
日
、
新
院
又
厳
島
ヘ
御
幸
。
去
三
月
ニ
モ

御
幸
ア
リ
テ
、
其
験
ニ
ヤ
、
一
両
月
程
ニ
天
下
鎮
タ
ル
様
ニ
ミ
ヘ
テ
、

法
皇
モ
鳥
羽
殿
ヨ
リ
出
御
ナ
ド
ア
リ
シ
ニ
、
去
五
月
、
高
倉
宮
ノ
御
事

ヨ
リ
打
連
キ
、
又
シ
ヅ
マ
リ
モ
ヤ
ラ
ズ
。
天
変
頻
ニ
示
シ
、
地
夭
常
ニ
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ア
（
ッ
）
テ
、
朝
廷
不
穏
カ
ラ
シ
カ
バ
、
惣
ハ
天
下
静
謐
ノ
御
祈
念
、
別

テ
ハ
聖
躰
不
予
ノ
御
祈
祷
ノ
為
也
。 

（
巻
五 

新
院
厳
島
ヘ
御
幸
事
付
願
文
ア
ソ
バ
ス
事
） 

 右
の
概
括
に
示
し
た
と
お
り
、
高
倉
宮
・
頼
政
謀
反
の
鎮
圧
、
平
家
に

よ
る
都
遷
、
頼
朝
の
挙
兵
及
び
そ
の
由
来
、
石
橋
山
合
戦
、
小
壷
坂
合
戦
、

衣
笠
城
合
戦
な
ど
の
頼
朝
挙
兵
諸
合
戦
、
及
び
頼
朝
追
討
使
・
惟
盛
の
東

国
発
向
等
の
記
事
を
承
け
て
、
新
院
の
厳
島
御
幸
が
記
さ
れ
る
。 

治
承
四
年
三
月
の
最
初
の
厳
島
御
幸
は
、
後
白
河
法
皇
の
幽
閉
解
除
と

い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
五
月
の
以
仁
王
の
挙
兵
事
件
以
降
ま
た
世

の
中
が
収
ま
ら
ず
、
天
変
地
妖
が
続
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
、
治
承
四
年
五
月
の
高
倉
宮
の
謀
反
の
前
後
か
ら
、
九
月
廿
二
日
に

新
院
の
厳
島
御
幸
に
至
る
ま
で
の
約
五
ヶ
月
の
間
に
天
変
地
妖
が
連
続
し

て
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
家
物
語
が
記
す
そ
の

期
間
は
巻
四
に
相
当
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
天
変
地
妖
は
具
体
的
に
記
さ

れ
て
い
な
い
。
『
玉
葉
』
『
山
槐
記
』
『
百
錬
抄
』
等
の
記
録
類
を
見
る
と
、 

 

治
承
四
年
四
月
廿
三
日
の
条
に
「
地
震
」
（
『
玉
葉
』
『
百
錬
抄
』
） 

治
承
四
年
四
月
廿
九
日
の
条
に
「
辻
風
」
（
『
玉
葉
』
『
山
槐
記
』
『
百
錬
抄
』
） 

治
承
四
年
五
月
十
二
日
の
条
に
「
旱
魃
」
（
『
玉
葉
』
『
百
錬
抄
』
） 

治
承
四
年
七
月
十
九
日
の
条
に
「
大
流
星
」
（
『
百
錬
抄
』
） 

 

と
、
天
変
地
妖
の
連
続
発
生
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
記
録
類
に
は
、
こ
の
異
変
が
何
を
予
兆
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
書

か
れ
て
い
な
い
。 

平
家
物
語
は
物
語
中
に
細
か
く
記
述
は
し
な
か
っ
た
が
、
史
実
に
基
づ

い
て
、
新
院
の
厳
島
御
幸
の
理
由
と
し
て
、
語
り
手
の
回
想
の
形
で
こ
の

間
の
異
変
を
集
約
し
て
、「
天
変
地
妖
②
」
と
し
て
記
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

さ
て
、
三
月
に
高
倉
院
が
厳
島
御
幸
を
し
て
、
一
二
ヶ
月
天
下
が
平
静

に
な
っ
た
が
、
五
月
の
高
倉
宮
の
謀
反
か
ら
「
又
シ
ヅ
マ
リ
モ
ヤ
ラ
ズ
」
、

天
変
地
妖
が
多
発
し
て
、
「
朝
廷
不
穏
」
と
い
う
。
「
朝
廷
不
穏
」
と
は
一

体
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
物
語
に
記
さ
れ
る
五
月
か
ら

の
記
事
を
も
う
一
度
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず 

・
以
仁
王
の
挙
兵
と
死
、 

・
頼
政
の
死
、 

・
平
家
に
よ
る
都
遷
、 

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、 

・
頼
朝
挙
兵
合
戦
記
事
群
、 

・
惟
盛
の
東
国
発
向
、 

な
ど
の
頼
朝
挙
兵
・
謀
反
に
関
わ
る
諸
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
中
央
政
権
の
存
亡
に
関
わ
る
事
件
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
王
権
に
関
わ
る

重
大
事
件
で
あ
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
、「
天
変
地
妖
②
」
は
、
安
徳
帝
の
即
位
直
後
に
い
わ
ば
同

時
並
行
的
に
重
大
事
件
が
起
こ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
、
王
権
に
関
わ
る
も
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の
と
し
て
警
告
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、「
朝
廷
不
穏
」
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。 

以
上
が
、
ま
ず
は
延
慶
本
が
記
そ
う
と
し
た
大
筋
（
構
想
）
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
延
慶
本
は
、
そ
の
構
想
を
徹
底
し
て
貫
く
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
倉
院
の
厳
島
願
文
の
内
実
に
よ

っ
て
う
か
が
わ
れ
る
。 

願
文
本
文
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
新
院
の
願
文
を
み
る
と
、
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、 

・
ま
ず
厳
嶋
の
神
を
称
え
る
文
言
で
あ
り
、 

・
続
い
て
厳
嶋
の
神
に
額
づ
く
自
ら(
新
院)

の
心
で
あ
り
、 

祈
願
の
主
旨
は 

・
自
ら
の
病
気
の
平
癒
で
あ
り
、 

・
仏
教
的
な
救
済
に
与
ろ
う
と
す
る
願
い 

で
あ
る
。 

遷
都
と
謀
反
な
ど
に
懸
念
し
て
祈
念
す
る
こ
と
は
ど
こ
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
い
わ
ば
、
「
願
文
」
が
実
際
に
書
か
れ
た
も
の(

本
当
に
実
物

か
は
問
題
が
あ
る
が
、
一
応
表
向
き
に
は)

「
願
文
の
実
物
」
と
し
て
、
延

慶
本
が
作
品
中
に
取
り
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
文
言
を
、
物
語
の
構

想
に
あ
わ
せ
て
「
改
変
」
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
の
文

と
「
願
文
」
と
の
乖
離
は
、
か
え
っ
て
延
慶
本
の
地
の
文
の
意
図
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

天
変
地
妖
を
主
た
る
要
因
と
し
て
、
新
院
の
厳
島
御
幸
が
あ
っ
た
の
だ

と
書
い
た
の
は
、
第
一
に
朝
廷
（
王
権
）
の
危
機
感
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
高
倉
院
自
身
の
健
康
不
安
は
二
番
目
に
さ
げ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
遷
都
を
さ
せ
た
平
家
へ
の
批
判
、
及
び
反
平
家
の
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
と
い
う
政
情
不
安
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す

る
意
図
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

四 

天
変
地
妖
④
に
つ
い
て 

 

次
に
、
「
天
変
地
妖
④
」
を
検
討
す
る
。 

安
徳
帝
入
水
後
、
安
徳
帝
の
短
く
不
吉
な
一
生
を
回
想
す
る
中
に
記
さ

れ
る
の
が
、
「
天
変
地
妖
④
」
で
あ
る
。 

 

 
 

抑
此
帝
ヲ
バ
安
徳
帝
ト
申
ス
。
受
禅
ノ
日
、
様
々
ノ
怪
異
在
ケ
リ
。
昼
ノ
御
座

ノ
御
茵
ノ
縁
ニ
犬
ノ
ケ
ガ
シ
ヲ
シ
、
夜
ノ
御
殿
ノ
御
帳
ノ
内
ニ
山
鳩
入
籠
リ
、

御
即
位
ノ
日
、
高
御
座
ノ
後
ニ
女
房
頓
ニ
絶
入
、
御
禊
ノ
日
、
百
子
ノ
帳
ノ
前

ニ
夫
男
上
居
リ
。
御
在
位
三
ヶ
年
之
間
、
天
変
地
妖
打
連
テ
、
諸
社
諸
寺
ヨ
リ

怪
ヲ
奏
ル
事
頻
也
。
春
夏
ハ
旱
魃
、
洪
水
、
秋
冬
ハ
大
風
、
蝗
損
。
…
…
（
続

い
て
異
常
天
候
、
自
然
災
害
等
の
記
事
） 

（
巻
十
一 

安
徳
天
皇
事
付
生
虜
共
京
上
事
） 

 
こ
こ
で
は
、
安
徳
帝
の
「
受
禅
ノ
日
」
「
御
即
位
ノ
日
」
「
御
禊
ノ
日
」

に
、
い
ず
れ
も
様
々
な
怪
異
（

３１
）

が
あ
っ
た
と
記
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
を

承
け
て
、
「
御
在
位
」
中
は
、
「
天
変
地
妖
打
連
テ
」
、
「
諸
社
諸
寺
」
が
し

き
り
に
「
怪
異
」
を
奏
し
た
ほ
ど
、
天
も
地
も
神
も
仏
も
、
こ
の
天
皇
が
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不
吉
な
運
命
を
背
負
っ
て
生
ま
れ
た
（

３２
）

の
だ
と
い
う
。
平
家
物
語
に
お

い
て
、
安
徳
帝
は
不
吉
の
帝
で
あ
り
、「
天
変
地
妖
④
」
は
、
そ
も
そ
も
安

徳
帝
は
天
が
認
め
な
い
天
皇
と
し
て
誕
生
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す

た
め
に
記
さ
れ
て
い
る
。
平
家
一
門
に
と
っ
て
は
、
都
落
ち
し
た
と
は
い

え
、
表
向
き
は
西
国
へ
の
「
行
幸
」
で
あ
る
か
ら
、
安
徳
帝
は
依
然
と
し

て
在
位
中
で
あ
り
、
在
位
期
間
は
、
安
徳
帝
入
水
の
寿
永
三
年
ま
で
と
考

え
れ
ば
、
五
年
あ
ま
り
の
在
位
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
延
慶

本
は
、
「
御
在
位
三
ヶ
年
之
間
」
と
記
し
て
い
る
。
「
三
ヶ
年
」
と
い
う
安

徳
帝
の
在
位
期
間
の
数
え
方
は
、
四
の
宮
が
即
位
し
た
寿
永
二
年
七
月
廿

四
日
に
よ
っ
て
う
ち
き
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
数
え
方
は
都
中
心
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
年
間
の
天
変
地
妖
と
は
、
す
な

わ
ち
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
二
月
二
十
一
日
か
ら
寿
永
二
年
（
一
一
八

三
）
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
三
年
間
に
起
こ
っ
た
天
変
地
妖
を
指
す
こ
と

に
な
る
。
こ
の
三
年
間
と
は
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
二
つ
の

異
変
を
含
む
期
間
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
延
慶
本
は
、〈
天
変
地
妖
②
〉
で

一
回
警
告
予
兆
し
、
次
に
、
い
っ
そ
う
具
体
的
な
天
変
出
現
と
し
て
〈
太

白
昴
星
犯
合
〉
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

  

 

天
変
地
妖
②
（
巻
五
） 

 
 

 
 

 
 

 

治
承
四
年
、
安
徳
帝
即
位
直
後

の
「
朝
廷
不
穏
」 

⇊
 

 

 

〈
太
白
星
昴
犯
合
〉
（
巻
七
） 

 
 

 
 

 

平
家
一
族
の
滅
亡
と
安
徳
帝
の

帝
位
が
奪
わ
れ
る
こ
と 

 
⇊
 

 

天
変
地
妖
④
（
巻
十
一
） 

 
 

 
 

 
 

安
徳
帝
の
不
吉
な
運
命
を
め
ぐ

る
回
想
記
事 

 

「
天
変
地
妖
②
」
は
、
安
徳
帝
即
位
直
後
の
「
朝
廷
不
穏
」
、
即
ち
以
仁

王
・
頼
政
の
謀
反
、
平
家
の
意
志
に
よ
る
遷
都
、
源
平
合
戦
の
始
ま
り
・「
頼

朝
の
挙
兵
」
を
解
釈
し
、〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
は
平
家
一
族
の
滅
亡

と
源
氏
の
台
頭
、
及
び
安
徳
帝
の
帝
位
が
奪
わ
れ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

ま
た
「
天
変
地
妖
④
」
に
お
い
て
、「
天
変
地
妖
②
」
と
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉

と
い
う
天
変
を
振
り
返
っ
て
安
徳
帝
の
不
幸
な
運
命
を
解
釈
し
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
。 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
、
天
変
地
妖
②
④
は
、
離
れ
た
位
置
に
あ

る
も
の
の
、
呼
応
し
て
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
つ
な

ぐ
も
の
（
構
想
）
は
、
安
徳
帝
の
滅
ぶ
運
命
、
不
吉
の
運
命
を
、
物
語
の

大
き
な
柱
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
記
事
群
は
、
当
代
政
治
批
判
ま
た
は
後
白
河
批
判
を
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狙
い
な
が
ら
、
よ
り
大
き
な
枠
組
で
、
平
家
の
滅
亡
す
る
運
命
を
暗
示
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
「
帝
王
鑑
戒
」
と
し
て
の
意
味
を
「
物
語
の
展
開
を

予
兆
す
る
」
形
で
包
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
過
去
の
天
変
の
記
述
と
呼

応
し
て
、
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
が
安
徳
帝
の
運
命
と
関
っ
て
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
天
変
地
妖
②
④
と
呼
応
し
な
が
ら
、
「
帝
王
鑑
戒
と
し
て
の
天
変

記
事
」
の
要
素
を
も
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

 

 

〈
注
〉 

 

（
1
）
私
の
既
発
表
論
文 

①
「
平
家
物
語
と
前
兆
―
暗
示
の
二
重
構
造
―
」
（
「
現

代
社
会
文
化
研
究
」
第
３３
号 

二
〇
〇
五
年
七
月
） 
②
「
天
文
異
変
記
事
と
平

家
物
語
」
（
「
現
代
社
会
文
化
研
究
」
第
３５
号 

二
〇
〇
六
年
三
月
） 

③
「
延
慶

本
平
家
物
語
の
二
つ
の
〈
彗
星
記
事
〉
」（
「
新
潟
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
」
第
４９
号 

二
〇
〇
七
年
四
月
） 

（
2
）
拙
稿
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
二
つ
の
〈
彗
星
記
事
〉
」
（
「
新
潟
大
学
国
語
国

文
学
会
誌
」
第
４９
号 

二
〇
〇
七
年
四
月
）
は
、
延
慶
本
に
記
さ
れ
る
二
つ
の
〈
彗

星
出
現
〉
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
二
つ
の
〈
彗
星
出
現
〉
は
、
平
家
物
語
の
重
大

事
件
の
展
開
を
あ
ら
か
じ
め
匂
わ
せ
る
よ
う
な
形
、
す
な
わ
ち
「
前
兆
」
的
な
役

割
が
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
同
時
代
の
帝
王
の
在
り
方
に
関
わ
る
「
鑑

戒
」
と
し
て
の
役
割
を
も
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
察
し
た
。 

（
3
）
牧
野
和
夫
は
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
が
収
め
る
「
付
楊
貴
妃
被
失
事
并
付

役
行
者
事
」
は
、
他
諸
本
の
等
し
く
欠
い
て
い
る
延
慶
本
独
自
の
も
の
で
、
延
慶

本
を
考
え
る
上
で
最
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
事
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て

い
る
。（
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
一
考
察
―
「
諷
諭
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」「
軍
記

と
語
り
物
」
一
六 

一
九
八
〇
年
三
月
） 

（
4

）『
山
槐
記
』
（
史
料
大
成 

一
九
三
五
年
）
『
吉
記
』
（
史
料
大
成 

一
九
三
五

年
） 

に
は
、
養
和
二
年
正
月
一
日
の
記
述
が
な
い
が
、
『
玉
葉
』
（
国
書
刊
行
会 

一
九
〇
七
年
）
に
よ
る
と
、
養
和
二
年
正
月
一
日
に
節
会
が
な
か
っ
た
。 

（
5
）
延
慶
本
に
お
い
て
、
楊
貴
妃
の
名
字
は
、
「
楊
」
「
陽
」
と
二
通
り
に
使
わ
れ

て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
文
引
用
は
原
文
の
ま
ま
に
し
て
、
論
述
の
際
は

「
楊
」
に
統
一
す
る
。 

（
6
）
「
大
伯
」
は
「
太
白
」
と
同
じ
。 

（
7
）
同
記
述
を
確
認
で
き
た
の
は
『
玉
葉
』
『
養
和
二
年
記
』
（
『
歴
代
残
闕
日
記
』

第
十
一
冊 

臨
川
書
店 

一
九
八
九
年
）
で
あ
る
。『
山
槐
記
』
に
は
同
記
述
が
な

い
。
な
お
、
『
百
錬
抄
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系 

一
九
八
一
年
）
寿
永
元
年
（
養

和
二
年
）
三
月
の
記
事
の
末
に
「
近
日
天
変
甚
多
」
と
あ
る
。 

（
8
）『
玉
葉
』
同
日
条
（
養
和
二
年
廿
三
日
）
に
よ
れ
ば
、
以
前
に
火
星
が
歳
星
を

犯
し
た
こ
と
、
最
近
金
星
が
歳
星
を
侵
し
た
こ
と
を
泰
親
が
語
り
、
火
星
の
変
は
、

治
承
三
年
の
大
乱
（
治
承
三
年
の
大
政
変
、
法
皇
幽
閉
）
の
前
兆
で
あ
っ
た
と
記

す
。 

（
9
）
国
立
天
文
台
三
鷹
図
書
室
所
蔵
の
『
天
文
要
録
』
の
写
本
の
複
写
に
よ
っ
た
。

一
部
欠
巻
が
あ
り
、
確
認
で
き
る
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

天
文
要
録
序
、
日
占
第
四
、
月
占
第
五
、
辰
星
占
第
十
、
角
占
第
十
一
、
房
占

第
十
四
、
尾
占
第
十
六
、
箕
占
第
十
七
、
女
占
第
廿
、
壁
占
第
廿
四
、
婁
占
第

廿
六
、
昴
占
第
廿
八
、
畢
占
第
廿
九
、
觜
占
第
卅
、
参
占
第
卅
一
、
鬼
占
第
卅
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三
、
七
星
占
第
卅
五
、
石
内
宮
占
第
卌
、
石
内
宮
占
第
卌
一
、
石
内
宮
占
第
卌

三
、
石
内
宮
占
第
卌
四
、
石
内
宮
占
第
卌
五
、
耳
内
宮
占
第
卌
八
、
耳
外
宮
占

第
卌
九
、
巫
内
外
宮
占
第
五
十
。 

（
10
）
「
大
人
」
は
「
大
臣
」
と
同
じ
。 

（
11
）『
史
記
』
中
華
書
局 

一
九
五
九
年
、『
漢
書
』
中
華
書
局 

一
九
六
二
年
、『
後

漢
書
』
中
華
書
局 
一
九
六
五
年
、
『
晋
書
』
中
華
書
局 

一
九
七
四
年
。 

（
12
）『
後
漢
書
』
に
は
、「
太
白
」「
昴
星
」
そ
れ
ぞ
れ
が
代
表
す
る
意
味
の
説
明
が

な
い
。
具
体
的
な
事
例
を
中
心
に
記
さ
れ
、
そ
の
中
に
、〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
も
記

さ
れ
て
い
る
。
後
に
そ
の
記
述
例
に
触
れ
る
。 

（
13
）
橋
本
敬
造
『
中
国
占
星
術
の
世
界
』
は
、「
太
白
」
が
軍
事
を
司
る
の
だ
と
触

れ
て
い
る
。
（
八
三
頁
、
一
三
八
頁
、
一
四
九
頁 
東
方
書
店 

一
九
九
三
年
）
。 

（
14
）
斉
藤
国
治
『
国
史
国
文
に
現
れ
る
星
の
記
録
の
検
証
』
一
〇
〇
～
一
三
一
頁 

雄
山
閣 

一
九
八
六
年
。 

（
15
）
『
日
本
紀
略
』
新
訂
増
補
国
史
大
系 

吉
川
弘
文
館 

一
九
六
五
年 

（
16
）
拙
稿
「
天
文
異
変
記
事
と
平
家
物
語
」（
「
現
代
社
会
文
化
研
究
」
第
３５
号 

二

〇
〇
六
年
三
月
）
に
お
い
て
、
既
に
述
べ
て
い
た
が
、『
平
家
物
語
』
の
記
す
範
囲

の
実
際
の
時
代
に
は
、
た
く
さ
ん
の
天
変
が
認
め
ら
れ
、
平
忠
盛
昇
殿
の
長
承
元

年
（
一
一
三
二
）
か
ら
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
の
六
代
被
斬
ま
で
の
六
十
八

年
間
を
、
物
語
を
離
れ
て
記
録
類
に
拠
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
治
承
二
年
の
〈
彗
星

出
現
〉
を
含
め
、
彗
星
出
現
は
計
十
九
回
も
観
察
さ
れ
（
『
史
料
綜
覧
』
・
巻
三
、

巻
四
に
よ
っ
た
）
、
養
和
二
年
の
〈
太
白
昴
星
犯
合
〉
を
含
め
、
惑
星
現
象
は
八
十

回
も
あ
っ
た
注
（
14
）
。 

（
17
）
『
旧
唐
書
』
中
華
書
局 

一
九
七
五
年 

（
18
）
『
新
唐
書
』
中
華
書
局 

一
九
七
五
年 

（
19
）『
長
恨
歌
傳
』
陳
鴻
撰 

『
楊
太
真
外
傳
（
上
下
）
』
史
官
楽
史
撰 

（
『
唐
宋

傳
奇
集
』
魯
迅 

新
藝
出
版
社 

一
九
六
七
年
） 

（
20
）
楊
貴
妃
関
係
の
話
を
収
録
し
て
い
る
他
の
軍
記
も
の
の
『
平
治
物
語
』『
太
平

記
』
で
も
「
天
変
」
は
出
て
こ
な
い
。 

（
21
）
日
本
に
お
け
る
長
恨
歌
説
話
の
取
り
入
れ
方
に
つ
い
て
、
最
近
の
研
究
で
は
、

北
村
昌
幸
の
「
長
恨
歌
説
話
の
主
題
と
表
現
―
『
太
平
記
』
を
焦
点
と
し
て
―
」（
『
古

代
中
世
文
学
論
考 

第
十
三
集
』
新
典
社 

二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ

な
作
品
を
調
査
し
、
平
家
物
語
で
は
、
物
語
の
諸
要
素
に
よ
る
対
照
表
を
示
し
て

い
る
。
延
慶
本
を
取
り
挙
げ
て
い
る
が
、
天
変
に
つ
い
て
は
要
素
と
し
て
も
挙
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
言
及
も
な
い
。 

（
22
）
武
久
堅
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
楊
貴
妃
譚
」
（
「
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文

学
誌
」
八 

一
九
七
八
年
一
二
月
） 

同
氏
著
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』（
桜
楓

社 

一
九
八
六
年
十
月
）
一
四
七
頁 

に
よ
っ
た
。 

 

（
23
）
注
３
と
同
じ
。 

（
24
）「
楊
貴
妃
被
失
事
」
記
事
の
後
に
、「
并
役
行
者
事
」
が
続
く
。「
并
役
行
者
事
」

記
事
に
つ
い
て
、
牧
野
和
夫
（
注
３
論
文
）
は
、
「
「
并
役
行
者
事
」
は
、
単
に
役

行
者
な
る
人
物
に
対
す
る
〈
注
〉
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
星
犯
星
と
い
う
天
変
と

謀
反
と
い
う
人
事
の
、
い
わ
ゆ
る
天
地
人
が
相
呼
応
し
合
う
と
い
う
考
え
に
立
脚

し
て
役
行
者
を
み
る
の
で
は
な
く
、
全
体
の
叙
述
展
開
か
ら
全
く
遊
離
し
た
宗
教

知
識
・
伝
記
考
証
に
堕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
、
指
摘
し
て
い
る
。 

（
25
）
『
日
本
書
紀
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

小
学
館 

一
九
九
六
年
） 

（
26
）
生
形
貴
重
の
「
廃
帝
物
語
の
構
想
」
と
対
照
的
に
、
武
久
堅
は
「
安
徳
神
話
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の
構
想
」
を
主
張
す
る
。
武
久
堅
は
「
《
安
徳
神
話
》
の
誕
生
―
生
成
平
家
物
語
試

論
の
一
環
と
し
て
ー
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
四
八
―
三 

一
九
九
六
年
十
二
月
）

に
始
ま
る
「
《
安
徳
神
話
》
の
展
開
」（
「
広
島
大
学
日
本
語
教
育
学
科
紀
要
」
七 

一

九
九
七
年
三
月
）「
安
徳
神
話
の
原
点
」（
「
日
本
文
芸
研
究
」
四
九
―
二 

一
九
九

七
年
九
月
）
の
三
論
考
に
よ
っ
て
、
安
徳
の
記
事
群
を
分
析
し
、「
延
慶
本
平
家
物

語
の
読
み
手
が
、
ど
の
よ
う
に
《
安
徳
》
の
発
動
す
る
《
神
話
》
に
繋
留
さ
れ
る

べ
く
こ
の
物
語
が
構
想
さ
れ
て
あ
る
か
」
を
述
べ
る
。 

（
27
）
生
形
貴
重
『
「
平
家
物
語
」
の
基
層
と
構
造
―
水
の
神
と
物
語
』 

六
八
頁 

近

代
文
藝
社 

一
九
八
四
年
。 

（
28
）「
客
星
入
月
中
」
に
つ
い
て
、『
史
記
索
引
』（
中
国
廣
播
電
視
出
版
社 

一
九

八
九
年
）『
漢
書
索
引
』（
中
国
廣
播
電
視
出
版
社 
二
〇
〇
一
年
）『
後
漢
書
索
引
』

（
中
国
廣
播
電
視
出
版
社 

二
〇
〇
二
年
）
を
通
し
て
調
べ
て
み
た
が
、
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
『
史
記
』
天
官
書
、
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
天
文
志
も
確
認
し
た
が
、

同
記
述
が
な
か
っ
た
。 

（
29
）
延
慶
本
巻
六
の
「
兵
革
ノ
祈
ニ
秘
法
共
被
行
事
」
に
お
い
て
、「
当
世
ノ
躰
ヲ

見
ニ
、
平
家
朝
敵
ト
見
ヘ
タ
リ
」
と
「
平
家
」
を
「
朝
敵
」
だ
と
明
言
し
て
い
る

記
述
も
あ
る
が
、
巻
七
の
叙
述
の
流
れ
に
従
っ
て
、
私
は
安
徳
帝
に
対
す
る
も
の

と
し
て
、
「
朝
敵
」
と
い
う
形
で
の
「
逆
臣
」
を
考
え
た
い
。 

（
30
）
「
夭
」
は
「
妖
」
と
同
じ
。 

（
31
）
安
徳
帝
の
「
受
禅
ノ
日
」「
御
即
位
ノ
日
」「
御
禊
ノ
日
」
に
、
い
ず
れ
も
様
々

な
怪
異
が
起
っ
た
こ
と
に
対
し
、
武
久
堅
は
「
こ
こ
に
「
安
徳
」
の
ひ
め
る
恐
る

べ
き
威
力
、
つ
ま
り
「
神
話
力
」
の
集
中
的
発
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
威
力

を
つ
か
ま
え
て
物
語
の
構
想
を
発
酵
さ
せ
た
作
者
の
独
創
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

（
「
《
安
徳
神
話
》
の
展
開
」
注
（
26
）
）
。 

（
32
）
小
野
は
彗
星
、
金
星
な
ど
の
七
つ
の
天
変
地
異
（
二
つ
の
天
文
異
変
、
五
つ

の
地
異
）
を
、
物
語
の
構
想
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
。
慧
星
は
単
に
巻
三
・
巻

四
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
平
家
滅
亡
を
視
野
に
入
れ
て
、
具
体
的

に
は
、
安
徳
天
皇
を
忌
ま
わ
し
き
運
命
を
背
負
っ
た
帝
と
し
て
誕
生
さ
せ
た
と
論

じ
た
。
ま
た
、
巻
六
の
金
星
は
、
平
家
滅
亡
を
見
通
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的

に
「
四
夷
お
こ
る
」
と
い
う
形
で
明
示
し
、
巻
を
追
う
ご
と
に
平
家
滅
亡
へ
と
収

斂
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
「
平
家
物
語
の
構
想
に
関
す
る
一
試
論
―
天
変
地

異
を
手
が
か
り
に
―
」 

「
山
口
国
文
」
第
十
一
号 

一
九
八
八
年
三
月
） 

 

主
指
導
教
員
（
鈴
木
孝
庸
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
舩
城
俊
太
郎
教
授
・
荻
美
津
夫
教

授
） 

 


